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付与日数 ２０日/年 １０日/年 ２４日/年*1

定年時の残日
数引継ぎ

なし なし あり

平日 30% 25% 30%

休日 45% 35% 45%

*1特別年休４日含む

時間外勤
務手当

年休
（１年目）

再雇用先
事業所

会
社
か
ら
、
「
住
宅
関
連

（
寮
、
社
宅
）
の
福
利
制
度
見

直
し
」
が
労
働
組
合
に
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
運
用

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

提
案
内
容
は
、
社
員
の
生
活
へ

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で

す
。会

社
提
案
は
、
寮
の
入
居
期

間
は
入
社
後
、
高
卒
は
７
年
間
、

学
卒
は
３
年
間
で
、
25
歳
で
全

員
退
寮
と
な
り
ま
す
。
社
宅
は

廃
止
に
な
り
、
手
当
支
給
に
切

替
え
と
な
り
ま
す
。
手
当
支
給

額
は
、
単
身
者
は
２
万
５
千
円
、

妻
帯
者
は
３
万
５
千
円
で
、
支

給
期
間
は
30
歳
ま
で
。

持
家
者
に
手
当
は
現
行

通
り
な
し
で
す
。

現
行
制
度
で
は
、
寮

は
30
歳
ま
で
、
社
宅
は

40
歳
ま
で
入
居
可
能
で

す
が
、
会
社
提
案
で
は

４
月
以
降
、
25
歳
以
上

の
寮
入
居
者
、
社
宅
入

居
者
全
員
は
、
自
ら
住

ま
い
を
探
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
「
25
歳

以
上
は
全
員
自
活
」
は
無
謀
で
、

仕
事
に
も
影
響
で
ま
す
。
寮
・

社
宅
の
老
朽
化
や
震
災
の
影
響

で
使
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
民
間
を
借
り
上

げ
て
両
・
社
宅
と
し
て
提
供
す

べ
き
で
す
。

福
利
制
度
は
、
社
員
が
安
心

し
て
生
活
、
仕
事
で
き
る
環
境

を
保
障
す
る
制
度
の
は
ず
で
す
。

労
働
組
合
は
、
職
場
の
意
見
を

よ
く
聞
い
て
、
福
利
の
切
り
下

げ
に
な
ら
な
い
対
応
を
し
て
ほ

し
い
で
す
。＜発行＞２０１２年２月号
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日立 懇

25
歳
退
寮
、
社
宅
廃
止
は
無
謀
だ

（国）の再雇用はヒドイぞ！
（
国
）
（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
も
）

の
定
年
退
職
者
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｃ

（
Ａ
Ｅ
リ
ソ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト

＝
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
の
子
会
社
で

人
材
派
遣
会
社
）
に
転
属
し

て
再
雇
用
と
な
り
ま
が
、
再

雇
用
１
年
目
の
年
休
付
与
日

数
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で

も
10
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｒ
Ｓ
Ｃ
転
属
を
再
入
社
と
し

て
、
勤
続
年
数
を
１
年
目
と

し
て
年
休
付
与
日
数
を
決
め

て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
Ｒ
Ｓ
Ｃ
転
属

は
会
社
都
合
で
あ
り
、
仕
事

は
継
続
し
て
定
年
前
の
職
場

で
同
じ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

再
雇
用
は
、
「
改
正
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
」
に
よ
り
、

企
業
に
60
歳
定
年
以
降
も
、

厚
生
年
金
満
額
支
給
年
齢
ま

で
雇
用
を
義
務
付
け
た
こ
と

に
対
応
し
た
、
「
継
続
雇
用
」

制
度
で
す
。
文
字
通
り
、
雇

用
関
係
の
継
続
で
す
か
ら
勤

続
年
数
も
継
続
で
す
。

労
基
法
で
は
、
「
定
年
退

職
し
、
退
職
金
を
支
払
い
、

一
た
ん
解
雇
し
、
そ
の
直
後

に
再
雇
用
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
は
、
実
質
的
に
労
働
関

係
が
継
続
し
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
、
勤
務
年
数
を
通

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
し
て
い
ま
す
。

便
宜
的
な
Ｒ
Ｓ
Ｃ
転
属
を

以
て
、
年
休
付
与
日
数
を
少

な
く
す
る
の
は
法
律
の
趣
旨

か
ら
問
題
で
す
。

（
日
）
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ

（
日
立
茨
城
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー

ビ
ス
＝
人
材
派
遣
会
社
）
に

転
属
し
て
再
雇
用
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
勤
続
年
数
は
継

続
で
、
再
雇
用
１
年
目
か
ら

年
休
付
与
は
20
日
で
す
。

（
お
）
は
シ
ニ
ア
所
員
の
身

分
で
、
所
員
と
同
様
に
24
日

付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
Ｃ
の
年
休
付
与
日
数

は
、
他
の
事
業
所
と
比
べ
て

も
問
題
で
す
。

時
間
外
勤
務
手
当
も
、

（
日
）
、
（
お
）
よ
り
低
く

な
っ
て
い
て
問
題
で
す
。

同
じ
く
日
立
製
作
所
を
定

年
退
職
し
て
再
雇
用
で
働
く

人
が
、
会
社
が
指
定
し
た
再

雇
用
先
に
よ
っ
て
労
働
条
件

に
大
き
な
差
が
で
る
の
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｒ
Ｓ
Ｃ
は
、
他
事
業
所
に

な
ら
っ
て
、
（
国
）
、
Ａ
Ｅ

パ
ワ
ー
再
雇
用
者
の
労
働
条

件
の
改
善
を
早
急
に
行
う
べ

き
で
す
。

再
雇
用
は
法
律
で

決
め
ら
れ
た
継
続

雇
用
で
す

時
間
外
労
働
割
増

も
低
い



仕
事
が
や
り
易
く
な
っ
て

助
か
っ
て
ま
す

受
変
製
の
建
屋
の
一
階
に
あ
っ

た
資
材
検
収
が
移
転
し
事
務
所

に
改
装
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
後

本
館
が
壊
れ
、
ひ
た
ち
な
か
市

に
あ
る
日
立
Ｅ
Ｓ
の
場
所
に
間

借
り
し
て
い
た
設
計
者
が
そ
こ

に
戻
り

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

設
計
と
現
場
が
離
れ
て
い
た
た

め
や
り
づ
ら
い
こ
と
だ
ら
け
で

し
た
。
同
じ
建
屋
内
に
な
り
顔

が
見
え
る
と
、
こ
ん
な
に
も
仕

事
が
ス
ム
－
ズ
に
行
く
も
の
だ

な
と
感
心
し
ま
し
た
。
本
館
に

い
た
と
き
よ
り
も
は
か
ど
る
か

も
！

（
国
）

「
日
立
を
代
表
す
る
」
に

相
応
し
い
処
遇
を

「
６
０
過
ぎ
て
の
現
場
代
理

人
は
つ
ら
い
」
と
い
う
話
を
聞

き
ま
し
た
。
現
場
代
理
人
は

「
日
立
を
代
表
し
て

現
地
工
事
全
般
を
取
り
纏
め

る
」
た
め
、
経
験
豊
富
な
再

雇
用
者
も
含
め
た
中
高
年
者

が
中
心
で
す
。
顧
客
や
社
内

関
係
部
署
、
他
メ
ー
カ
ー
と
の

調
整
な
ど
苦
労
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
長
期
間
現
地
で
仕
事
を

す
る
の
で
、
持
病
の
あ
る
人
や
、

病
気
治
療
中
の
人
は
心
配
で
す
。

「
再
雇
用
で
も
仕
事
の
内
容
、

責
任
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、
本

給
は
現
役
時
の
半
分
程
度
、
そ

の
う
え
現
場
代
理
人
加
算
も
減

額
」
と
。
「
日
立
を
代
表
す
る
」

に
相
応
し
い
処
遇
へ
改
善
が
必

要
で
し
ょ
う
。
（
お
）

強
盗
傷
害
事
件
発
生

昨
年
の
年
末
に
、
（
国
）

の
勤
務
者
が
駐
車
場
内
で
強
盗

傷
害
事
件
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
立
市
内
で
も
最
近
後

藤
傷
害
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

残
業
で
遅
く
な
っ
た
り
し
た
時

な
ど
、
と
て
も
不
安
で
す
。
特

に
女
性
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で

す
。

駐
車
場
の
防
犯
対
策
を

強
化
す
る
と
と
も
に
駐
車
場
利

用
者
に
防
犯
ベ
ル
の
配
布
や
女

性
の
駐
車
場
の
場
所
を
明
る
く

工
場
に
近
い
と
こ
ろ
に
移
す
等

の
対
応
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
再
度
、
こ
の
よ
う
な
犯

罪
が
起
き
な
い
よ
う
な
対
策
を

会
社
も
個
人
も
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
！

（
国
）

会
社
は
選
挙
に
熱
心
だ

１
月
の
東
海
村
議
選
の
投

票
日
直
前
、
出
勤
し
て
パ
ソ
コ

ン
を
立
ち
上
げ
た
ら
、
「
１
月

２
２
日
東
海
村
議
会
議
員
一
般

選
挙
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
」

の
画
面
が
が
大
き
く
表
示
さ
れ

て
驚
い
た
。
今
ま
で
、
交
通
安

全
や
イ
ベ
ン
ト
の
表
示
は
あ
っ

た
が
、
選
挙
の
表
示
は
初
め
て

と
思
う
。
イ
ン
ト
ラ
の
画
面
の

下
側
に
は
「
東
海
村
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
１

月
２
２
日
（
日
）
は
東
海
村
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で

す
」
が
ず
っ
と
表
示
さ
れ
て
い

た
。
昼
休
み
に
も
同
様
の
放
送

が
流
さ
れ
た
。
投
票
権
が
あ
る

人
は
ご
く
一
部
の
は
ず
な
の
に
。

業
務
と
は
何
ら
関
係
な
い
の
に
、

会
社
は
選
挙
に
熱
心
だ
。
（
お
）

あ
な
た
の
周
り
の

放
射
線
量
は
ご
存
知

気
に
な
る
の
で
測
定
器
を
借

り
て
き
て
我
が
家
の
の
放
射

線
量
を
測
っ
て
み
ま
し
た
。

周
り
に
何
も
な
い
高
さ
１
ｍ

で
０
・
１
２
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
/
時
、
地
表
で
０
・

１
４
１
、

大
き
な
木
の
高
さ

１
ｍ
で
０
・
１
８
０
、
地
表

で
０
・
２
３
４
、
屋
根
か
ら

雨
が
落
ち
る
高
さ
１
ｍ
で
０
・

１
５
７
、
・
地
表
で
０
・

２
５
３
、
雨
ど
い
～
排
水
枡

に
入
れ
ず
に
タ
レ
流
し
て
い

る
高
さ
１
ｍ
で
、
０
・
１
５

８
、
地
表
で
０
・
７
５
２
だ
っ

た
。
地
表
か
ら
１
ｍ
高
さ
の

空
気
中
で
も
周
り
に
木
々
の

葉
が
あ
る
所
で
は
高
い
値
に

な
っ
た
。
雨
水
が
流
れ
込
む

と
こ
ろ
は
放
射
線
量
が
高
か
っ

た
の
で
雨
ど
い
を
排
水
枡
に

入
れ
、
周
り
を
除
染
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
福
島
の
除

染
特
別
地
域
だ
け
で
な
く
、

少
な
い
汚
染
地
域
で
も
雨
風

に
よ
っ
て
放
射
性
物
質
が
集

め
ら
れ
高
い
放
射
線
量
に
な
っ

て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
汚
染
状

況
の
調
査
が
必
要
で
す
。
被
ば

く
量
を
少
な
く
す
る
た
め
に
子

ど
も
達
の
遊
ぶ
場
所
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
（
国
）

▼
林
野
庁
は
12
月
27
日
、
福

島
県
内
の
87
箇
所
の
ス
ギ
雄

花
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
濃
度
の
調
査
結
果

（
中
間
報
告
）
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

最
高
値
は
福
島
県
双
葉
郡
浪

江
町
小
丸
で
１
キ
ロ
あ
た
り

２
５
万
３
０
０
０
ベ
ク
レ
ル

と
い
う
極
め
て
高
い
濃
度
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
。
林
野
庁
に
よ
る

と
「
健
康
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
の
こ
と
で
す
▼
確
か
に
花
粉

１
キ
ロ
を
吸
う
こ
と
は
な
い
で

す
が
、
そ
れ
で
も
心
配
で
す
。

今
春
は
、
花
粉
症
と
花
粉
に
よ

る
放
射
線
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

花
粉
症
で
な
い
人
も
マ
ス
ク
着

用
が
必
要
で
は
。
子
ど
も
た
ち

が
心
配
で
す
。

詳
細
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
「
ス
ギ

花
粉

林
野
庁
」
検
索
。


